
心肺停止で救急搬入された患者のＡ）心拍再開割合
Ｂ）心拍再開し生存退院した割合17指標

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分　子 A）心拍再開し入院した患者数　B）そのうち生存退院した患者数

分　母 A）救急搬入された来院時心肺停止患者数、B）心拍再開し入院した患者
数

退院患者のうち、入院契機病名が蘇生に成功した心肺停止（I46.0）

・救急救命医療の質の評価
  指標の意義

  指標の計算式、分母・分子の解釈 ・収集期間：1～ 6月，7～ 12月　・調整方法：半年分で集計

  考察

Outcome

【2012年　年間数値報告】
A）最小値0.00％　25％値0.00％　中央値16.67％　75％値33.03％　最大値100％
B）最小値0.00％　25％値0.00％　中央値0.00％　75％値4.24％　最大値57.14％
参加病院74　回答病院67（回答率90.54％）うち20病院は心肺停止患者の搬入が0件で
した。
【考察・分析】
　2011年に心肺停止患者の救急搬入を1件以上受け入れた40病院の合計患者数が597
人、うち心拍再開173人（29.98％）、生存退院21人（3.52％）であったのに対して、2012
年に1件以上救急搬入された47病院の合計患者数は586人、心拍再開157人（26.79％）、
生存退院24人（4.10％）でした。
　2011年のA）心拍再開割合が、最小値0.00　25％値3.57　中央値26.50　75％値
36.50　最大値100であったことから、2012年の再開割合は、25％値、中央値、75％値
とも前年より低下した値となり、また、2011年のB）そのうち生存退院した割合は、最小値
0.00　25％値0.00　中央値0.00　75％値3.40　最大値100であったことから、2012

年の生存退院割合は最大値が低下したことになります。2011年のB）生存退院が最大値
100％であった病院は心肺停止患者を年間1件受け入れ救命。2012年の最大値57.14％
の病院は年間4件を受け入れた病院でした。ちなみに心肺停止患者の救急搬入数が多い5
病院（年間86～ 36件）でみるとA）13.92 ～ 35.09％、B）0.00 ～ 7.02％の数値を示して
いました。
　発生から病院到着までにおける個々さまざまな条件が絡み合う指標であり、個々の症例
を検討することに意義があると考えられます。
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指標 17　心肺停止で救急搬入された患者のＡ）心拍再開割合　Ｂ）心拍再開し生存退院した割合　 Outcome
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